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’このた びは当 社の精雫恒温 器をお 買 上げいた だきま し下 誠 にあり牟 とう ご

ざ い ま す。 ハイ テ ッ ク ！リ ー ズ の 製 品 に は・ 器 内 を 高 精 度 に コ ン トＦ 一 ル で

き る 機 能 の 高 い 温 度 調 節 器 が 採 用 さ れ て い ま す。 こ の 機 器 の 正 し い 使 い 方 を

’一知 っ て い た だ く 上 で も、 ご 使 用 前 ｒ 本 取 扱 説 明 書
を よ く お 読 み い た だ く こ と

を お 願 い い た しま す。

こ の マ イ コ ン マ ー ク の つ い て い る 製 晶 に は、
マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ

が 内 蔵 さ れ て い ま す。 マイ ク ロ コ ン ピ ニ ー タ に よ り、 操 作 性 ・ 安 全 性

が 一 段 と 向 上 し ま し た。
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コ ・ 設 置 上 の 注 意

（１） 本器 の局囲 は 下図 の範 囲 で空 間を 取 って下さ い。

３０伽以上

３０ω以上 ３０ω以上

１００ ω 以 上 （ ６２ 型 ）

８５ω以上（４２型）

手 前 側

特 に 次の ような場 所は 避 けて 下 さい。

ｏ
．
可燃 性 ガ ス ・ 腐 食 性 ガ ス の あ る 所

○ 湿 気の多い所

○ 周囲 温 度が３５℃以 上 にな る所 や温度差 の激 しい所

◎ 直 射日光 のあ たる 所

（２） 本体の上 には物を の せな いで下 さい。

（３） 高温 での ご使 用の場 合 は嘉面 の温 度も 高く なり ますの で十分 ご注意 下さい。

（４） 本器は２００Ｖ仕 様 ですの で電源 プラ グは付属 しません。 電源容量 に合 ったブラ グを選 足 し

結撮 して 下さい。

電源 コ ー ドの 芯線 色 ・ 自 ・ 黒 ・ 緑 の 内、 緑 は ア ー ス線 で す。

（５） アー ス は 必 ず 接 続 し て 下 さ い。

一１一



ニコ・匡二Σ二二二二二二二二二二二二
型 式 ＤＦ － ４２ ＤＦ －６２ Ｄ Ｈ－４２ Ｄ：Ｈ－６２

方 式
．
強 制送風循 環友ぴ 換気

使 用 温 度 範 囲 ４０ ～２６０℃ ４０～３６０℃

性

能

温 度 調 節 精 度 ±０．１℃
（ａｔ ２６０ ℃） 士Ｏ．

２℃（ａｔ３６０℃）

温 度 分 布 精 度 ± １．５℃（ａｔ２６０
℃） ± ２，５℃（ａｔ３６０

．Ｃ）

最 高温度到 達時間 絢 ６０分 約 ７０ 分

内 装
一

ス テ ソ レ ス 鋼 Ｓ Ｕ Ｓ ３０４

温 度 調 節 器 マイ ク Ｐ コ ソ ピ ュ ー タ に よ る ＰＩＤ 制 御

セ ソ サ Ｋ熱 電対

温 度 設 定 方 式 デジタ ル設定

温 度 表 示 方 式 テ ジタ ル表 示

フ イ ソ 付 ス テ ン レ ス パ イ プ ヒ ー タ

構

成

ヒ ー タ

２
－
１ 酬 ３

．
Ｏ ＫＷ ２

．
７ ＫＷ ３．７５

聞Ｗ

送 風 機 フ ァ ソ

モ ー タ

軸 流 フ ァ ン（ＳＵＳ３０４）

コ ソ デ ソサ形 モー タ ２０Ｗ

タ イ マ １ 分～９９時 間５９分 デ ジ タ ル 設 定、 表 示

断 熱 材 グラ ス ウ ー ル セ ラミ ッ ク フ ァイ バ ー

安 全 装 置 自 己 診 断 機 能 （ フ ７：／序 止、 ヒ ー タ 断 線、 温 匿 セ ソ
サ 異 常、 設 定 値 異 常、

ト ラ イ ア ｇ ク 短 絡 ） 漏 電 ブ レ ー カ、 制 御部 扉 ス イ ッ チ、 ドア ス イ ッ チ

有 効 寸 法（㎜）

（幅Ｘ奥行Ｘ高さ）
４５０×４５０×４５０ ６００ｘ６００×６００ ４５０ｘ４５０ｘ４５０ ６００ｘ６００×６００

外 形 寸 法 （記）

（ 幅 Ｘ 奥 行 Ｘ 高 さ ）
１，０６５ ｘ６５０ ｘ ８

４０ １，２１
５ｘ８００ ｘ９９０ １，０６５ ×６５０ ｘ８

４０ １
，
２１５ ×８００ ｘ９９０

内 容 積 ９１Ｚ ２１６ Ｚ ９１ Ｚ ２１６ Ｚ規

格

棚 板 耐 荷 重 ３０Ｋｇ／枚

棚 受 段 数 ９ 段

棚 受 ピ ッ チ ４５伽 ６０㎜ ４５㎜ ６０ ㎜

電 源 （５０／６０Ｈｚ）

重 さ

単 相 ２００Ｖ １１Ａ

約 ７８Ｋｇ

単相 ２００Ｖ １６Ａ

約 １０９ 晦

単 相２００Ｖ １４Ａ

約 ７８Ｋ９

単相 ２００Ｖ ２０Ａ

約 １０９Ｋｇ

付

属

晶

棚 板 ス テ ソレ ス ワ イ ヤ

２ 枚 ３ 枚 ２ 枚 ３ 枚

棚 受 ４ 本 ６ 本 ４ 本 ６ 本

一２一



コ・ ［ 二二二二二二二二二二二二二

温度調節器

二壁
。
憲囲
自

グ ソ バ ツ マ ミ

多
ケ ー ブ ル 孔

排 気 口

ヒ ・ タ

漏 電 プ レ ー カ

電 源 コ ー ド

本 図温 度 調 節 器 は ブ 日 グラ ム コ ソ ト ｐ 一 ラ （ ハ イ テ ッ ク 皿 ｂ ； 標 準 外 付 属 晶 ）

を搭載 したと きの もので す。

一３一



ニコ・ 睡 二二二二二二二二二二二

１

２

ヨ ５ ０ 回 回 回
０
ＰＲ◎Ｇ

０１
ＳＴＥＰ

５

Ｈε Ｔ^

３
４
５

ｏ 回 回 回
ＳＥＴ Ｍε＾Ｓ

口２

１コ
８ＵＺＺεＲ

団 回 回
二 ９ ９：５ ９

口
ＡｕＴ◎
ＳＴＡＲＴ

Ｃ◎ＮＴ

Ｏ

ｏ
Ｒｌ…ＰＥＡＴ

口ＲｕＮ

８
ＳＴ◎Ｐ

９

ｏ

ＳＥＴ ＭＥＡＳ ０
純 言

ＥＮＴＥＲ Ｐ◎ＷＥＲ Ｏ

８ ９ ⑩ ⑪ ⑭

① 湿 度 表 示 器・… … 一・

② ヒ ー タ ラ ソプ … 一 …

③ 温 度 セ ッ ト キ ー …・

④ 温 度 測 定 キ ー・… …・

⑤ ス テ ッ プ １ ラ ソ ナ・…

⑥ ス テ 。 ブ ２ ラ ソ ブ …・・

⑦ タ イ ム 表 示 器 … 一…

⑧ タ イ ム セ ッ ト キ ー・…

⑨ 計 時 キ ー 一 一 … …・・

⑩ オ ー ト ス タ ー ト キ ー・

⑪ 連続運転キー…… 一

⑫ オ ー ト ス ト ジ プ キ ー・

⑬ 数 字 キ ー 一 … … …・・

⑭ 入 カ キ 川 … … …・・一

⑮ ブ ロ グ ラ ム キ ー 一 ・・

⑯ ス テ ヲ プ キ ー … ・ 一 ・・

⑫ ブ ザ ー キ ー …・… ……

⑱ リ ピ ー ト キ ー 一 ……

⑲ ラ ：／ ・ ス ト ブ ブ キ ー ・

⑳ 電 源 キ ー 一 … 一 ・…・

’… 設 定 温 度、 器 内 温 度、 ブ Ｐ グ ラ ム κ、 繰 ワ 返 し 回 数 を 表 示。

…‘ヒ ー タ に 通 電 さ れて い る 時 に 点 灯。

一’温 度 表 示 器 に 設 定 温 度 を 表 示 さ せる キ ー。

・・温 度 表 示 器 に 器 内 温 度 を 表 示 さ せ る キ ー。

…・ブ ロ グ ラ ム １
，
２
，
３
，
４ が ス テ 。 プ １ で 動 作 し て い る 時 に 点 灯。

一 プ ロ グ ラ ム １
，
２
，
３ が ス テ ・ プ ２ で 動 作 し て い る 時 に 点 灯。

一・設 定 時 間 及 び 計 時 中 の 残 時 間 を 表 示。

・・… タ イ ム 表 示 器 に 設 定 時 間 を 表 示 さ せ る キ ー。

・…・タ イ マ 動 作 時 の 残 時 聞 を 表 示 さ せる キ ㍉

・・… ブ ロ グ ラ ム ０ の と き、 設 定 時 間 後、 自 動 的 に 設 定 温 匿 ま で上 昇 さ せ る と き に 使 用 す る

キ ー
。

…・・タ イ マ を 使 用 し な い と き に 便 用 す る キ ー。

…・・プ Ｐ グ ラ ム Ｏ の と き、 設 定 温 度 に 墨 内 温 度 が な っ た と き 自 動 的 に タィ マ が 動 作 し、 設

定 時 問 後 に 運 転 を 停 止 さ せ る キ ー。

…・・必 要 な 温 度 及 び時 間 と プ Ｐ グ ラ ム 掘、 繰 ワ 返 し回 数 を 設 定す る キ ー。

…・・設 定 し た 温 度 及 び 時 問 と プ 日 グ ラ ム 庇 を マ イ ク Ｐ コ ン ピ ’ 一 タ に 憶 え込 ま せ る た め の

キ ー
。

…・・温 度 表 示 器 に プ ■ グ ラ ム 必 を表 示 さ せ る キ ー。

・・ … ス テ ７ ブ の 選 定 キ ーｏ

…・・ス テ ７ ブ 終 了 及 び プ Ｐ グ ラ ム 終 了 後、
プ ザ ー を 鳴 ら す た め の キ ー。

・・… プ 日 グラ ム １，２，３ に お い て 繰 ワ 返 し 運 転 の 回 数 を 設 定 す る と き に 使 用 す る キ ー。

・…．ブロ グ ラ ム の 開 始 叉 は一 時 停 止 さ せ る と き に 使 用 す る キ ー。

一・本 器 を 運 転 状 態 と す る キ ー。

一４・



ニコ・［ｌ１ 憂 ≡二二二二二二二二二二
戸 巾 ｏ 連続運転

幽

虜

設定温度

幽

親

戸 閉 ～

ス テ ヲブ ２

設定時問

ス テッ ブ１

設定時聞

時間

ステ ｇ プ１ ステ ッ ブ２

設定時間 設定時間

一 一 一 ・ ． ．・ … ‘ ， ・ ・

＼

＼… ‘ 、

、

ス テ ヲ プ１ ス テッ ブ２ 時 間

戸 ｒｏｏ オ ー ト ス タ ー ト

樹
電

設定温度

戸 巾ヨ

塾
鯉 蓑駕島 姦慈萬一蝸間一姦

ス テ ソ プ １ 一．・…
設足温慶 ｛

’

１
’

１

’
∫

’

ス テッ ブ１ ス テ７ プ２
時 間

２４時 問

姦 鶴一蝸間一鶏 晶

設定時間

時 問

戸 ｒ ｏ ｏ オ ー ト ス ト ツ ブ

幽

鯉

設定温匿

設定時間

営

聖

戸 叩 ｝ 定率温度上昇（下降）

ス テ フ ブ１

設定温慶

戸 ・ｏ ｌ

時間

幽

姐

ステッ ブ１

設 定 温 度

ステ７ プ２

ステッブ１ ステッブ１

設 定 時 間 設 定 時 間

鱗
［

一■一一一 一 一 ・！ 、
’ 、！ 、
’ 、、“設定温度

ス テ ッ プ１ ステ フ プ２ ス テ７ プ１

時間時間

Ｉ ・ 一 一

＼
＼
＼
＼
、 一

時問

ステッ プ１

設定時間設定時間

一５一



コ・［…二１＝ 二二二二二二二二二二二二
（１） 本体の後 にある漏 電 ブレーヵを ＯＮに します。

（２） バ ７ 一 ス イ ヅ チ を ＯＮ に しま す・ （戸ｒｏ ０ は、 こ の 時 点 で 既 に入 力 さ れ て い る 設 定 温 度 を

表 示 し ス タ ー トし ま す。）

（３） ブロ グラ ム・ 温 度・ 時 間、 繰 り 返 し回 数 を 設 定 し ま す。 （ 既 に プ Ｐ グラ ム が 入 力 さ れ て い

る 場 合 は・戸ｒｏ Ｘ の 番 号 を 指 足 す る だ け で す。）

ｒ７．温度調節 器操 作法」 を ごらん下 さい。

（・ 理 キーを押 し、 スター１します。

（・〕 器 槻 度、設 麟 、残時間、設 蹄 間、繰１返し回数を知１たいときは 匡１ミ三１コキー

及ぴ・ 匡 コキー・ 圏 キー、 匡 団 キーをお使い下さ・・。

（６） 運転を停止するときは［１憂 コキーを押すか 理 キー（戸・・１一 舳 の場合

に有 効）を押 して下さ い。

（の 運 転 中 停 電 に な ワ ま して も、 そ の 時 点 で の プ Ｐ グ ラ ム を 記憶 し て お リ、 電源 が 復 帰 しま し

たら停 電の前の 状態よ リスタ ー トします。

（８） 器内温 度を急 に 下げたい場 合は、 設定温度 を 下げ、 適当 に ダ：／バ （ＤＡＭＰＥＲ）を開 けて

下 さい。 温度が 安定 しま した らダンバ （ＤＡＭＰＥＲ）を 閉 じて下さ いσ

（９） 運 転 中 に 扉 を 開 け る と、 安 全 の た め ヒ ー タ、 フ ァ ソ共 停 止 し ま す が、 閉 め る と 運 転 を 再 開

しま す。

・ 本器の使用後は安全のため 唾 ヨ キー だけでな／・ 本体後の漏電ブレーヵも切一て下

さ い。

ω トラ ブル検出 動作

本 器 になんら かの故障 があっ た場合 には、 トラ ブル 検出回路 が働 き安全側 への必要な 処置

を・ 自動 的に請 じます。 た だ しε げ Ｏは 設 定値 不適 です ので、 再設 定でεげ Ｏは解除 します。

その他 はエラー 番号を 確認の 上、 電源キ ー及 び漏電 プ レー ヵを 切リ、 本器の販 売店 か、 最寄

リ のヤ マ ト 科 学 ㈱ 叉 は ヤ マ ト ェ ソジ ニ ァ リ ソ グ㈱ ま で ご達 絡 下 さ い。
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① 温 度表示 器エ ラー表 示

②

表 示 異 状 の 内 容 講 じられる処 理の 内容

ε け ０

設定温 度範 囲（ ＤＦ型 ０～２７０℃、 Ｄ
Ｈ 型０～３７０℃ ）を越 えて設 定 したと
き。

前 の設定値 で温度制 御を続 けま

す。

εｒｒ ∫ 温 度 セ ソ サ の 断 線
ブザ ー 警 報、 ヒ ー タ 回 路 の濫 断

モ ー タ 回 路 の遮 断

ε け ε トラ イ ア ッ ク の シ ョ ー ト
プ ザ， 誓 報、 ヒ ー タ 回 路 の 遮 断

モ ー タ 回 路 の 遮 断

εｒｒ ヨ ヒ ー タ の 断 線 ブ ザ ー 警 報

εｒｒ与 フ ァ ソの 磁 グ
ブザー 警報、 ヒータ 回路の速１断

モータ 回路 の遮断

７ 外イ）ザ ７∴ リ

利 斗’ヂ ÷
’

タイ マ表 示 器エラ ー表 示

表 示

ε ｒ ｒ ｏ

異 状 の 内 容

分の 単 位に６０以上 を設 定 したと き

講 じられる処理 の内容

前の設定値 でタイ マ動作 ←ます。

※ 上記 の安全機 構以 外 に過熱防 止機溝 が装備 され ておワます。

器内温 度が設 定温 度に対 し下表 の値と なっ た時、 自 動的にヒ ータに供給 さ れている 電流

を遼断する リレ ーが働 き過熱を 防 止 しま す。

Ｄ Ｈ － ４２ ・ ６２

Ｄ Ｆ － ４２ ・ ６２

動作温度

動作温度

設 定温 度 十約 １７℃

設 定温 度十約１３℃
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（５） トラ プル 処 理

症 状 原 因 処 理

スイ ッ チ を ＯＮ に し て も Ｃ プ レ ー カ 不 良 ◎ 交 換

全然 動 か な い ○ ス イ ッ チ 不 良 ◎ 交 換

○ 電 源 不良 ◎ 修 理

温度上昇 し ない ○ ヒ ータ断線 ○ 交 換

◎ 温 度調 節器 不良 ○ 交 換

温度上 昇に 時間がか かリ ○ 温 度セ ソサ 不良 ○ 交 換

す ぎる ○ 温 度調 節器 不良 ○ 交 換

○ ダソパが開 きす ぎている ◎ ダ ソバを閉 じる

設 定 温 度 に 達 し て も ヒ ー ○ ト ラ イ ア ッ ク 不 良 ○ 交 換

タが 切れな い ○ 温 度調 節器 不良 ○ 交 換

温度表 示が 不安定 Ｏ 温 度 セ：／サ 不良 Ｏ 交 換

Ｏ 周 囲 温度の 変化が激 しい ｏ 設置場 所 の変更

Ｏ 試 料 の影響 Ｏ 試 料の量 を少く す る

Ｏ 温度 調節器 不良 ｏ 交 換

プ レーヵが 入ら ない ○ 制御 部 扉が閉 まっていな い Ｏ 確 実に閉 める

◎ プ レ ー カ 不 良 ◎ 交 換

◎ 制 御 部 扉 スイ ッ チ 不 良 ○ 交 換

ＰＯＷＥＲ キー は入る が ○ ドア が閉 ま ってい ない Ｏ 確 実 に閉 める

フ ァ ン・ ヒ ー タ 共 動 か な ○ ドア スイ ッ チ 不 良 Ｃ 交 換

い ○ 温 度調 節器 不良 ○ 交 換

○使 用者 による 部品 交換・ 修理に起 因す る故障 は、 保障 の対象と なワ ません。

一８一



ニコ・ 憂 重二二二二二二二二二二二二
（１） プ ロ グ ラ ム の 署 択

本 器 の温 度 調 節 器 の ブ Ｐ グ ラ ム ソ フ ト に は 異 な る バ タ ー ンの プ Ｐ グラ ム が 内蔵 さ れ て い ま

す ので、 以下の 方法 で必 要な プＰ グラムを選 択 して下さい。

（例）戸ｒｏ０ から 戸ｒｏ∫ に変更 する場合

操 作キー 表 示 及 ぴ 点 灯箇 所

け）［三憂１コ 温度、タイマ表示器点灯。

向 ［ 垂１コ 厘 團 を約・・秒間点灯し・その後測定温度を表示します・

従って 圧 田 を表示中にキーの操作を進めて下さ・㌔

い □ 厘 亘 刀 プログラムの数字のみ 鰍

⇔ ［ 垂…コ 匡 …］ 約・・秒間点灯し、その後測魍度を表示します。［ｌｌ１亘コを

押 す前 に測 定温度 が表 示 され た時は、（司にも どって操 作を 行っ て下さい。

（２〕 戸ｒｏ０ の 温 度、 時 間
の 入 力

戸戸ｏ０は 連 続 運 転、 オ ー ト ス タ ー ト及 ぴ オ ー ト ス トッ ブ の 時 に 使 用 す る ブ ロ グラ ム で す。

① 器内温 度の 設定（ 例 ２００℃）

操 作キー

甘）［三憂コ

（目）

い

Ｈ

㈱

團
［…コ
回
回
｛壷コ
（い 團

表 示及ぴ 点灯箇 所

温 度、 タイ マ 表 示 器 点 灯。

温 度 セ ヅ ト キ ー の ラ ソ ブ 点灯。

～

～ ｏ

～ ｏ ｏ／一
数 字 点 灯、 ヒ ー タ ラ ソ ブ 点 灯。

キ ー ラ：／ブ 点灯、 器 内温 度 表 示。

。戸 閉・以外では入力できま 仏 ［ 憂１コ キーを押して戸閑・を選択してから入力

を 行 な っ て 下 さ い。

「（１）ブρ グラ ム の 選 択」 を ご ら ん 下 さ い。
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② タイ マの 設定

〔１〕 オ ・ ト ス タ ー ト （ 例 ３：００）

操 作キー

κ）

（Ｐ）

い

Ｈ

團

回
回
回
㈱［≡≡壷コ

ｈ［亙

（・ 圏

表示 及 ぴ点灯箇 所

タイ マ セ ヅ トキ ーの ラ ン ブ 点 灯。

（前に セッ トした時間を表 示）

義！一
ヨ：０ ０ 数字点灯。

キ ー ラ ソ ブ 点滅。

タ イ マ動 作 開 始、 タイ マ コ ロ ソ点 減。

タイ マ表 示 器に残時 間が表 宗 され る。

ｒ７● 〔 ’「
Ｕ．〕 〕 で 昇 温 開 始 （ 点 減 し て い た ラ ン ブ及 ぴ コ ロ ソ は 点 灯 状 態 と な

り
、 同 時 に

プザ ー が ５ 秒 間 鳴 る。）

〔２〕 オ ー ト ス ト ッ プ（ 例 ３：ＯＯ）

〔１〕 のイ）～ ㈱ と 同 様 に して 時 間 を セ ヅ ト し て 下 さ い。

操 作 キー 表 示 及 び 点灯 箇 所

・ ［ 固 キーラソプ点滅。

器 内 温 度 が 設 定 温 度 に 達 す る と タイ マ が動 作 開 始、 タ イ マ コ ロ ソ点 滅。

（ リ 圏 タイマ表示器に残時間が表示される。

ｏ：ｏ ｏ で ヒ ー タ、 フ ァ ソ共 に オ フ。 （ 点減 し て い た ラ ソ プ及 ぴ コ ロ

ソ は 点 灯 状 態 と なリ、 同 時 に
ブザ ー が ５ 秒 聞 鳴 る。）

〔３〕 連続運 転

タイ マを特 に設 定しなけ れば連 続運転 と なりま す。

オー１スター１及ぴオー １ ～ プから連続運転に替えるには ［ 重 コ キーを押し

て 下 さ い。
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（３） Ｐｒｏ！ 又 は 戸ｒｏ∂ の 温 度、 時
間 の 入 カ

（例） プ ｐ グ ラ ム 戸ｒｏ’

ステ ヅ プ １ 温 度 １５０℃ 時 間 １：３０

ス テ ッ プ２ 温 度 ２００℃ 時 間 ２：００

繰リ返 し回 数 ５回

操 作キー

け）［三憂コ

㈲Ｅ二憂１コ
ｌｌ □

目［壷コ

㈱ 匪亘コ

ｈ

（９

的

（リ）

團
□
［…コ
回
㈲［憂］
ω

臼）

炉）

㈹

團
□
回
回
㈲［憂コ

㈲ 匪≡三コ

表 示及 び点灯箇 所

温 度、 タイ マ 表 示 器 点 灯。

キ ーラ ソ ブ点 灯 匠 團 （・：概 入カ プ・．グラム 番号）

圧 ； ］ プ・グラムの数字のみ点滅・

厘 ≡ コ 約・・秒間点灯した後、 温度表示にもどる。
ス テ ッ プ １ の ラ ソ ブ 点 灯。

温 度 セ ッ トキ ー の ラ ソ ブ点 灯。

！ ５ ０

！ ５ ０

／一
数 字 点 灯。

タィ ム セ ッ ト キ ー の ラ：／ブ 点 灯。

〔 ● 〔 ’
し’● し’ ’

α ！ ヨ

！目 ｏ

！：ヨ ｏ

／一
数字 点灯。

ス テ ッ ブ ２ の ラ １／ ブ 点 灯 。

ス テ ッ プ ２ も Ｏ に も ど ワ、 同 様 に 温 度、 時 間 を 入 力 す る。

ωＥ憂
ω 回

②［憂コ
㈱理

キーランブが点灯し・ 温度表示が ［≡ 鉋 １こ替わる。 （・：概入力数）

ｒＰ θ ５ 数字点濠。

ｒρ ０ ５ １０秒後 に 温度表 示 に替わ る。

キ ー ラ ソ ブ が 点灯 し、 フ ァ ソ が回 転 し て ブ ロ グ ラ ム ス タ ー ト。
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（４〕 戸ｒｏヨ の 温 度、 時 間 の 設 定

（例） ス テ ッ プ １ 温 度 １５０ ℃ 時 間 １５：ＯＯ 繰 り 返 し 回 数 ３ 回

（３えで行 なう操 作と同様 に

ビ）～ ⇔ Ｐｒｏ３

㈱ ～（ヌ） 温塵＝１５０℃

ω ～（⇒ 時 間１５：００

（Ｏ～レ） ３回

を 入 力 し、 ㈱ で ス タ ー ト し ま す。

○ステッ プを終了 すると タイ マ表 示器 は、 ２４一 設定時 間（ 上記 の例で は ９：００） を表 示 し

ま す 。

（５） 戸ｒｏ与 の 温 度、 時 間の 設 定

（例） 現 在 温 度 か ら、 温 度 ３００℃ ま で、 時 間 ２：００ で 定率 上 昇 さ せ る。

操 作キー

甘） 匝１コ

㈲［憂１コ
い 囚

⇔［憂コ

㈱ 匪≡三コ

ｏ

（ト）

㈲

（リ）

圓
回
回
回
㈲［壷≡１コ

㈹

（功

σ）

㈲

團
回
回
回
⇔［憂コ
㈲ 膣壷

表 示及 ぴ点灯箇 所

亙亙国 鴛 十 一 …（・：…）
ステ ッ プ１ の ラ ソ プ 点 灯。

温 度 セ ッ トキ ー の ラ ン プ 点 灯。

ヨ

ヨｏ

ヨ ｏ ｏ

ヨ ｏ ｏ

／一
数 字 点 灯。

時 間 セ ッ トキ ー の ラ ソ プ 点 灯。

αｏ～

α ～ｏ

～棚 ｏ

～：ｏ ｏ

／一
数 字 点灯。

キ ー ラ ン ブ が 点 灯 し、 フ ァ ソ が 回 転 し て ブ 冒 グ ラ ム ス タ ー ト。
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注意 （１） 戸ｒｏ∫～ Ｐｒｏヨに 於 て ステ ッ プ １ を 実 施 中 の 時 は、 タイ マ表 示 器 に ① の ラ：／プ が 点

灯 し ま す。 タ イ ム ア ッ ブ し て ス テ ッ プ ２ に な ると ② の ラ１／ブ に替 わ ワ、 切 り 替 わ る 時

に ブ ザ ー が ５ 秒 間 鳴 リ ま す。

終了 時 には、 タイ マ表 示 器の①② のラ ソブが同 時に点灯 し、 ブザー が５秒 間鳴ワ ま

す 。

（・） プザーのオソ・ オフは 厘 …三≡コ キーを押すことによ１選択出来ま 九

（ ブ ザ ー を オ フ に し た い 時 の み、 プロ グ ラ ム 運 転 の 都 度、 指 定
が 必 要 で す。）

（・） 運転中に Ｅ 函 キーを押すことによ１繰１返し回数が表示され 紙 また・

繰 り 返 し回 数 を 各 ブ Ｐ グ ラ ム 毎 に記 憶 し てい ま す の で、
プロ グラ ム 運 転 を 行 な う 都 度、

繰ワ 返 し回 数の確 認を行 なって下 さい。

表 示 実回数

ｒ 戸 ｏ∫ １

ｒＰ０ε ２

ｒρ９８ ９８

ｒ戸ｇｇ 無隈回のくワ返 し

（・ プ戸 グラ ム内容 のうち・温度・時間の確 認をする 時には・ 匪 亘 コ キーを押 した後・

各 團 キーを押すことによ１確認出来ます・

（５） プ ロ グラ ム 実 行 中 に 他 の ブ ロ グラ ム 内容 を 確 認 す る こ と は 出 来 ま せ ん の で、 一 旦

理 キーを押して停止させた後、 ブ１グラム番号を指定して内容の確認を
行 な っ て 下 さ い。

（６） 戸ｒｏ∫～ 戸ｒｏヨに 於 て、 ブ β グラ ム終 了 後、 フ ァ ソの 回 転 を 継 続 さ せ た い 時 は プロ

グラム運転の都度・ プ・グラムの開始から終了までの間に Ｅ≡ 彊 コ キーを押して

下さい・ また・ 解除させたい時には 匝 コ キーを押すことにょ１解除出来ま れ

（・） プロ グラ ム運 転中 に 理 キーを押 す とヒー タ・ ファ ソ共 にオ フにな１ま
九

再度 震 窒 壷 キー を押 すとヒー タ・ フ ・ ソ共 にオソに な１ ます が・ タイ マは
ブロ

グ ラ ム の 実 行 途 中 か ら 再 開 し ま す。

（・） 運転中に誤って ［三 垂 コ を押してしまった時は次の操作にょ１運転を続行出来

ま す 。

① 戸ｒｏ０ の と き

操 作キ ー 表 示 及 ぴ 点 灯 箇 所

画 温度設定値
直 ちに運転再 開

但 し、
オ ー トス タ ー ト、 オ ー トス ト ヅ ブで 運 転 中 の 時、 タイ マ は

設 定 値 か ら カ ウ ン ト を始 め ま す。
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② 戸ｒＯ∫～ ｝ の 時

操 作キー 表 示 及 び点 灯箇 所

匝 匝 珂 （・：・一・）点灯・

匿 キーラソブが点灯し、 ７アソが回転してブβグラム運転を始めから

や リ 直 しま す。

（９） 停 電 に よ る 停 止 （戸ｒＯ’ ～ 戸ｒＯ｝）

停電 が起きた 後、 通 電 した 場合 には ブＰ グラムの笑 行途 中から再開 します・

①０ 扉 の開閉に よる停止 （戸 閉 ０～Ｐｒｏ｝）

扉を 開 け ま す と、 ヒ ー タ ・ フ ァ ソ共 一 時停 止 し ます が、 扉 を閉 め れ
ば プロ グラ ム の

実行途 中か ら再 開し ます。
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コ・ 区 憂二二二二二二二二二二二
（１） ＤＦ 型 は ４０～２６０ ℃、 ＤＨ 型 は ４０～３６０℃ の 範 囲 で ご 使 用 下さ い。

また、 標準 的な使用 可能 範囲 を越 えた 入力は できな い様 に なってい ます。

（２） 本 器を ご 使 用 に な る た ぴ に 漏 電 ブ レー カ の テ ス トボ タ ソを ポ ー ル ベ ソ等 の 先 で 押 し、 そ の

動 作を確認 して 下さい。

（３〕 本器 は防 爆構 造 では あリま せ ん。 可燃 性の高い 液 体や蒸気 を含ん だ試料の ご使用 は避 けて

下さい。 また、 本 器近 くに 燃 えやす いものを 置かな いよう に して 下さい。

（４） ダ ンバの開閉 で排気 量を 調節 して 下さい。 本器を乾 燥器と して使 用 する時 は閑け、 恒温 器

と して使 用する 時は閉 じて 下 さい。

なお、 ダソバ を開 けす ぎま すと排 気量が多 す ぎて、 設定温 度に達 しない場合 があり ます の

でご注 意下さい。

（５〕 棚 板の耐荷重 は等 分布荷 重 で ３０Ｋｇです。 試料は で きる だけ 分散 して設置 して下さ い・

但 し、 機 器 全 体 の 耐 荷 量 は ４２ 型 で ６０
Ｋ９， ６２ 型 ７５Ｋｇで す。

（６） 温 度精 度を 確保す る ため、 棚板 には ３０ ％以 上 の スベー スを空 けて試 料を設 定 して 下さい。

（７） 濡 れた試料 を入れ る時 は、 水を できる だけ切 ってか ら入れ るよう にして 下さＶ㌔

（８） 内装 底面 に直接試 料を 載せ て本器 を使用 しま すと、 機 器の性能 が出 ない ばかワか・ 器 内温

度が異常に高く な った り、 故障 の原 因と なり ますの で、 底 面には絶対 に試 料を載 せな いで下

さい。 試料は 付属 の棚 板 に配 置 し、 棚受柱 にセ ッ トさ れた棚 受金 具 の上に載 せて下 さい。

（９） 高温 でのご使用の 場 合は扉 面 の温 度 も高 くな リま すの で十分 ご注 意下さ い。

Φ¢ ア ー ス は 必 ず 接 続 し て 下 さ い。

⑭ 初 めて運転する 時 には、 断 熱材 内の 有機分が 燃 えて煙を 出すこ とがあり ますが、 本器の 故

障 ではあワま せん。

⑫ 不当な機器 の改造 による 故障 に ついては 保障い た しかね ます。

帽 本器 になん らかの 故障 があ っ た場合 には、 トラ プル検出回路 が働 き、 安全 側へ の必 要な処

置 を 自動 的 に 講 じ ま す。 ト ラ
ブ ル の 表 示 が あ リ ま し た ら 表 示 個 所 を確 認 の 上、

バ ワ ー スイ ッ

チ（ＰＯＷＥＲ）及 び、 本 体後の 漏電 ブレ ーヵを切り 電源 コー ドをはず して本器 の阪売店 か最

寄 ワ の ヤ マ ト 科 学 ㈱、 又 は ヤ マ ト エ ソ
ジ ニ ア リ ソ グ㈱ ま で ご連 絡 下 さ い。
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ニコ・ 互 二二二二二二二二二二二二二

ＡＣ ２００Ｖ一 、’ ６ Ｕ 、’ ▼

亙ＬＢ
黒

Ｉ
１ １

１

’ 白 １
２

一

凄
２・ Ｊ２

軋 Ｈ２ Ｈ１

／

３

ＣＳ
㎜ ０ ４

十
４ Ｔ

一

Ｈ３ は Ｄ Ｈ 型 の み

５
・別［１ ＬＳ

Ｔ－Ｃ

Ｐ Ｉ

ＴＨ

記号 部 品 名

Ｅ Ｌ Ｂ 漏 電 ブ レ ーカ

Ｆ Ｍ フ ７ ソ モ ー タ

Ｈ ヒ ー タ

Ｐ Ｉ フ ォ ト イ ソ タ ラ ブ ク

ＴＨ 温度検出端

Ｌ Ｓ リ ー ド ス イ ７ チ

ＴＩＣ 温度詞節器

Ｃ Ｓ 制 御 部 扉 ス イ 。 チ
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ニコ・・区至〕二二二二二二二二二二二二

断熱材

帆：１† ノ ア ！

撹 枠 モ ー タ

憾 材 冷 却 フ ア ソ

〈：コ

仁 Ｍ

仁
畦 顯

分

ダ ソ バ ヒ ー タ ２

話 ズ ノ 。． 糸

握 拝 フ ア ソ

扉 ス イ ッ チ

回 転 検知 ユ ニ ッ ト

制 御 部 廉 ス イ ７ チ

放熱板
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参 考 デ ー タ１１

ＤＦ－６２ 温 度下降時間ＤＦ－４２ 温 度 下降 時間

◎

Ｏ

０

０

０

２

１

（
ρ
）

魁

喧

◎

４３

⑤

２１０

ｏｏ

ｏ０

２

１

（
ρ
）

幽

蟹

４３２１Ｏ

時 間（ｈ）時聞 （ｈ）

ＤＨ－６２ 温 度下降 時間

◎⑤◎

０２０

（
ρ
）

越

鯉

ｏｏ１

４３２１

Ｏ０３

◎

０４

時 間（ｂ）

ＤＨ－４２ 温 度下降 時間

◎

０

０

０

０

０

０

３

２

１

（
ρ
）

幽

虜

３２１０

時 問（ｂ）

ダソバ開 度

◎ 一 ９０。 （ 全 開 ）

⑤ 一 ４５・

◎一 ０◎ （ 全閉 ）

測定条件

２０℃

無試料

約 １３５０ｒ．Ｐ．ｍ（２００Ｖ ５０Ｈｚ 足格 ）

温

試 料

フ 了 ン個 転 数

○ 参 考 デ ー タ で 保 障 値 で は あ ワ ま せ ん。
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